


















































1	 11月28日発の第38便「ジャカール号」から 1 月28日発の第71便（最終便）「東駅
号」までの 2 か月間の34便中，行方不明，敵軍捕獲，炎上，乗員が負傷する事故に遭っ
た気球の計は 9 便を数える。Cf.	Dubuchy,	Victor,	Les ballons du siège de Paris,	Paris,	
Editions	France,	1973,	428	p.,	pp.	416-423.
2	 Minsistère	de	la	guerre,	Décrets, arrêtés et circulaires de la délégation du Gouvernement 























































commandant,	Les combattants de 1870-1871,	Paris,	Librairie	illustrée,	p.	247.





























れたのである。東部軍主力をシャロン = シュル = ソーヌに，次いでブザ
6	 Assemblée	nationale,	Rapport fait au nom de la commission d’enquête sur les actes du 
gouvernement de la Défense nationale,	pp.	264-265.



























8	 Bury,	J.	B.	T.,	Gambetta, défenseur du territoire (1870-1871),	Original	edtion:	Gambetta 
and the National Defense,	trad.	par	Genevieve	et	P.	F.	Caille,	pp.	146-147.
9	 Assemblée	nationale,	Rapport fait au nom de la commission d’enquête sur les actes du 















































































































































23	Roth,	op. cit.,	p.	336.　12月 6 日の軍首脳会議でパリ砲撃が決まった。この情報は
すぐにヨーロッパ中に広まり，パリとフランスへの同情を集めることになった。Cf.	










































































備軍	Landwehr の大隊までが投入された。戦闘員は 1 月末の時点でおよ
そ80万。歩兵だけで61万 5 千を数えた。戦闘員の 4 分の 3 以上つまり62





































































































待つことになる。 3 つの軍団の計11万 5 千から成るロワール軍の新規徴
37	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	81-83.


























39	Grand	état-major	prussien,	La guerre franco-allemande de 1870-1871, op. cit.,	p.	753.
40	Ibid.,	p.	754．
















　 1 月 1 日，王太子は 4 個軍団と騎兵 3 個師団を率いてル・マンに進出











45	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	83;	Serreau,	
René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	pp.	213-214.









　 1 月 7 日の独軍の布陣をみると，ノジャン・ル・ロトゥルーからサ

















48	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	pp.	83-84.



























し，貴殿 ― 私がもっとも頼みとする貴殿 ―
がもう戦えなくなったと宣言する以上，退却
53	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	87;	Serreau,	















レ = ル = ギヨーム，サン = ジャン = シュル = エルヴ，アランソンにおい
て，18日はサント = メレーヌ（ラヴァルの手前）においてである。その
10日後に休戦協定が成立するのだ56。








54	Serreau,	René,	L’Armée de la Loire, op. cit.,	p.	217.
55	Ibid.
56	Ibid.
























　フリードリヒ = カール軍は 1 月12日の午後になってル・マンに入城し
た。強風が吹いていた。兵士は大急ぎで家の中に入り，熱いスープを求























































64	Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, Histoire de la Défense nationale 




4 千で，うち 1 万 1 千が正規軍であり，94門の大砲を備えているという
ものだった。しかも，大砲のうち幾つかは性能にすぐれた要塞砲だとい
う。これは誇大情報で，実際はブリアン将軍がルーアンおよびその近辺


















　フェデルブは最大で 5 万 ― 実数は 4 万程度か ― の兵士を受け取った
が，その一部はまだ戦闘できる状態になかった。フェデルブは，状況が
65	Rolin,	Campagne de 1870-1871, La guerre dans l’Ouest,	Paris,	Plon,	1874,	406	p.
66	Lehautcourt,	Pierre,	Campagne du Nord en 1870-1871, Histoire de la Défense nationale 
























































































74	Girard,	A.	et	Dumas,	F.,	Histoire de la guerre de 1870-1871, op. cit.,	p.	97.	ソンム川
の中州にある要塞都市ペロンヌは12月27日から完全包囲の状態におかれていた。Cf.	














































は 1 月20日リールに到着したが，ちょうどそのときサン = カンタンの敗
報を聞かされることになる77。
















































































物資補給の可能性をもつピカルディとイル = ド = フランスの穀倉地帯が
占領軍の懐に転げ込んでくるのである。
第 6 章　ブルバキの東進







































　抵抗の拠点は 4 か所あった。ベルフォールとラングルの 2 つの要塞守
備隊， 3 番目はオータン近辺で編成中の 4 万の軍隊で，その半分はガリ

















































































































　 1 月 9 日，ヴィレルセクセルの会戦が始まる。ブルバキ軍の到着を待
ち受けていたヴェルダー軍はいたるところで塹壕を掘り，ありとあらゆ
88	Saintmarie,	Louis,	La lumière sur 1870, Mulhouse,	1908,	viii,	372	p.,	p.	316.
89	Serreau,	René,	op. cit.,	p.	224.



















シャティヨン = シュル = セーヌを根拠地として新たな軍 6 万を興し，そ
れまで北仏戦線でドイツ第 1 軍の指揮を執っていたマントイフェルを司




































95	Saintmarie,	Louis,	La lumière sur 1870, Mulhouse,	1908,	viii,	372	p.,	p.	317.




































































































































ス = ル = ソーニエ，ブール = アン = ブレッスを通ってリヨンに退却する
つもりでいた。






















































































































第 3 集，（財）大佛次郎記念会，1988年 3 月，所収。
113	『おさらぎ選書』p.	109.
114	Roth,	op. cit.,	p.	355.

























ール公園，ヴァル = ドゥ = グラース施療院，ヴォージラール街区，グル
ネルのガス工場に着弾。右岸には届かなかった。砲弾は市民を恐怖の渦
に巻き込み，住宅や歴史的記念碑に着弾し，火災を引き起こした。野戦













































　 1 月19日朝，3 列の縦隊がビュザンヴァルとモントルトゥーを目指し，
プロイセンの最前線を突いた。砲兵隊の砲撃が遅れ，持ち場を固めるの
に失敗する。三重の防衛線の背後の塹壕に隠れたプロイセン兵は防御施
設つきの陣地にいた。ビュザンヴァル城の庭園で激闘が始まる。遊動隊
と国民衛兵は壁を破ることができなかった。銃撃があまりに大きかった
ので，工兵は壁に近づくことさえできなかった。砲兵隊も無能であった。
大きな代償を払って幾つかの陣地が奪取されたが，第 2 ラインに打撃を
与えることができなかった。ビュザンヴァル庭園で遊動隊は隊列を乱し
はじめる。ドイツ軍兵士ヴェルディは日誌で満足気に次のように書き記
した。
　新ドイツ帝国は本日，血の洗礼を受けた。フランス軍は多大
な兵力をもって出撃戦を試みた。彼らはヴェルサイユに近い我
が軍の陣地を衝いた。モルトケ伯爵はその執務室から降りてき
た。私は馬車で伯爵に随行した。私たちは皇帝陛下がおられる
マルリー貯水池の方角に進まれた。交戦は半分ほど展開中であ
った。敵は多くの砲兵隊を保持しており，モン = ヴァレリアン
要塞から砲声がした。
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　午後 3 時ころ，プロイセン軍は反撃し，モントルトゥーを再占拠した。
フランス軍は退却した。その軍隊は混成軍であり，へとへとになった遊
動隊は多数の死傷者を残して退いた。 5 時ころ夕闇が迫り，銃火は止ん
だ。「怒濤のような出撃」は頓挫したのだ。
　攻撃から帰還した戦闘員は敗北の責任を総督のせいにした。勇敢に戦
った国民衛兵はプロイセン軍の塹壕を突破することができなかった。仏
軍の損害は4,000，対する独軍はわずか600であった。
　トロシュはこの失敗について自分の責任は免れないと判断し，パリ総
督を辞職した。総督職は廃止され，軍事的権限はヴィノワに譲られた。
トロシュは政府首班として残ったが，彼の役割は事実上終わった。彼の
辞去を惜しむ者は誰もいなかった。将来のコミュナールたるべきフルー
ランスは言う。「あの恥知らずのパリカオでさえトロシュよりましだっ
た。というのは，彼は外部要塞内に海軍砲を持ち込み，パリの食糧備蓄
を成し遂げたのだから」，と。
　ビュザンヴァルの惨劇は民衆と政府の間に新たな，しかもあからさま
な対決をもたらした。 1 月22日朝，マザス監獄は襲撃され，政治犯が釈
放された。フルーランスはしばらくの間，第20区区役所に陣取り，そこ
からのデモ隊が市役所方面に流れ出た。今回はヴィノワは容赦しなかっ
た。正規兵が発砲し，デモ隊は四散する。その後に死者が残された。ク
ラブは閉鎖され，革命派新聞は発禁処分に付された。民衆の指導者10人
以上が逮捕され，ヴァンセンヌ要塞内に幽閉された。その中にドレクリ
ューズが含まれている。
